
〔Ⅰ〕 

問１ イ デオキリボース   ロ リボース  

 ハ 半保存的複製   ニ セントラルドグマ  

問２ １   問３ ２   問４ ６   問５  

 

〔Ⅱ〕 

問１ イ 代謝   ロ 炭酸同化   問２ ４   問３ CAM 植物 

問４ Ⅰ ３  Ⅱ バクテリオクロロフィル   問５ グルタミン   問６ ２ 

 

〔Ⅲ〕 

問１ ヒト白血球抗原（HLA）   問２ Ⅰ 細胞性免疫   Ⅱ ４ 

問３ ４   問４ イ 脱落   ロ 生着   ハ 脱落   ニ 生着 

問５ ２   問６ Ⅰ ４   Ⅱ 71.4% 

 

〔Ⅳ〕 

問１ 母性因子   問２ ダイニン，キネシン   問３ tRNA，rRNA 

問４ 開始コドン   問５ ナノス遺伝子   問６ 25%   問７ 17% 

 

〔Ⅴ〕 

問１ ４   問２ Ⅰ ５   Ⅱ １   問３ ６   問４ ８ 

問５ ３   問６ Ⅰ 二次遷移   Ⅱ ６ 

 

  



 

～講評～ 

得点目標は８割～８割５分。 

全体として標準レベルの知識問題とその知識を用いた典型的な考察問題で構成されており、基本的な知識の暗記

と知識の使い方をしっかり訓練できていた受験生は高得点も狙えただろう。 

知識問題についていえば、数は少ないものの一部の問題でかなり細かな知識を必要とするものがあり、これらの

問題が差を分けたのではないかと思われる。 

また、大問Ⅲのヌードマウスについての解釈や、大問Ⅳの母性因子が関与する遺伝の扱い方、大問Ⅴの陽樹と陰

樹の区別など、一つの判断が複数の小問の正誤を左右する出題があり、これらを注意深く解き、大きな失点をしな

いことも大切だった。 

 


